
■概要
ボトルアクアリウムは「ミニ地球」とも呼ばれ，餌を与
えることなくエビの生息環境を保つことができます．
この地球上の生物は，直接的または間接的に太陽エネ
ルギーを体に蓄えることによって，生きていくための
エネルギーにしています．ボトルアクアリウムも，太陽
エネルギーを始まりとした生態系がボトルの中で成立
しています．
①水草は，太陽のエネルギーと二酸化炭素を用いて光
合成を行い，有機物を合成し，酸素を生産する．
②エビや微生物は，水草が作り出した酸素を使って呼
吸し，また，エビは水草や付着藻類を食べて成長する．
③微生物は，エビの糞等の有機物を分解し，水草はその
無機塩類等を用いて成長する．

■保護者の皆様へ
このボトルに入っている水は，川の水や水道水を使用し
ているので，有害な物質は含まれていません．しかし，な
ま水に近い状態であるため，お子様が誤飲なさらぬよう
，ご注意をお願いします．

■ボトルの置き場所
直射日光が当たらない場所が良く，室内の北向きの窓際
が最も適しています．他の方角であれば，直射日光を避
けるため窓から1～2m程度離れた室内に置いて下さい．

■はじめは・・・
飼育に自信の無い場合，ボトルアクアリウムの置き場所
を決めたら４～５日の間，ボトルのキャップをはずした
ままにして下さい．水の濁りや水面の膜，エビや水草の様
子に変わりがなければ，生態系が成立していると考えら
れますので，キャップを閉めても大丈夫です．
■このエビは・・・
このエビはミナミヌマエビという種で，枯葉や植物プラ
ンクトンを好んで食べています．
寿命はおよそ1年ですので，数ヶ月間ボトルで生息をして
いれば，その寿命を全うできたのではないかと思います
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■世話の仕方
基本的には世話の必要がなく，餌も必要ありません．
ただし，生態系がうまく成り立っていない場合，水が極度
に濁ったり，水草が枯れてしまったり，最終的にはエビが
死んでしまうこともあります．以下の点に注意してボト
ルアクアリウムを観察してください．
□置き場所の確認：　直射日光はボトル内の水温を急激
に上げるため，エビや水草が環境の変化についていけず
弱らしてしまいます．また，この水草は蛍光灯の様な弱い
光でも，光合成をすることができます．
□水の濁り：　静かに置いた状態で，水の濁り具合を確認
してください．もし，濁りがひどい場合は1/3程度の水を
捨て，水道水を静かに注いでください．なお，ボトル内の
水は，水換え後，30分程度で透明に戻ります．
□水量：　ボトル内の水量が多すぎてはいけません．水と
空気が接している面積（水面）を広くとれる位置まで水位
を下げて下さい．また，再曝気と言って，空気が水へ自然
に溶け込む現象がありますので，空気のある空間も確保
して下さい．
□水面の膜：　水面に薄い膜が張っている場合，箸の先端
にティッシュペーパー等を巻きつけるなどして，膜を除
去して下さい．
□水草の様子：　水草の葉に小さな気泡がついていれば，
光合成を行っている証拠です．もし，数日経過しても気泡
が見られない場合は，ストローで水中に息を吹き込んで
ください．二酸化炭素が供給され，光合成が行われます．
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